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日本共産党

大
田
区
議
団

ニ
ュ
ー
ス

福井りょうじ
保健福祉副委員長
防災・安全対策特別委員
℡6421ｰ9539

佐藤　伸
こども文教委員
交通問題対策特別委員長
℡3298ｰ6362

清水菊美
総務財政委員

防災・安全対策特別委員
℡3766ｰ2630

金子悦子
都市・環境委員
スポーツ・観光推進特別委員
℡5711ｰ0350

黒沼良光
地域・産業委員
羽田空港対策特別委員
℡3735ｰ6467

すがや郁恵
こども文教委員
スポーツ・観光推進特別委員
℡3768ｰ5844

和田正子
保健福祉委員

交通問題対策特別委員
℡3759ｰ6579

大竹辰治
総務財政委員

交通問題対策特別委員
℡3735ｰ2611

藤原幸雄
都市・環境委員
羽田空港対策特別委員
℡3742ｰ2936

区
政
と
く
ら
し
の

相
談
は
お
気
軽
に

法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。
お気軽にご利用ください。

5月15日（木）午後1時より
6月　5日（木）　午後1時より
場所　日本共産党大田区議団控室
（大田区役所10階）　☎5744ｰ1477
◎予約制です。お早めにお電話ください。

待機児童解消のための認可保育園の開設支援
　老朽化した区立保育園の改築による定員増、認可保育園の開設支援です。区は待機児
童解消では、高い保育料の認証保育所開設支援などでも対策をすすめようとしています
が、党区議団は“安心・安全の認可保育園でこそ”と求めています。

特養ホーム等の増設
　西馬込（30床）・大森西（84床）・萩中（81床）３ヵ所の特別養護老人ホーム、大森西
（特養併設）老人保健施設の整備支援。

住宅リフォーム助成の拡充
　約20倍の経済効果が昨年度明らかになったリフォーム助成の拡充。昨年度より1,000
万円増の4,000万円となりました。仕事起こしにも期待が持てます。

区内製造業と商店街の実態調査
　10数年ぶりに３人以下の零細企業はもとより、商店を含めて全数調査が行われます。このことにより今後の区
内中小企業の必要な取り組むべき政策の方向が見えてくることが期待されます。顧客志向の新しい商店街像も事
業化も計画めざします。

学校・福祉避難所等の備蓄物の充実・整備
　学校避難所は充実、児童館・福祉避難所には新たに整備です。さらに充実に努めます。

自転車駐車場の整備
　京急線高架下（京急蒲田駅２ヵ所、糀谷駅１ヵ所、大森町駅１ヵ所、梅屋
敷駅１ヵ所、雑色駅１ヵ所）に合計６ヵ所、約4,000台の自転車駐車場を整
備します。さらに産業プラザＰＩＯと京急蒲田駅東口の各駐車場も1,034台
増の計2,000台に。

買い物弱者支援策等（商店街活性化）

　新規に宅配事業や移動販売車への負担が軽減されます。

食物アレルギー対応用の食器およびトレイの購入
　年々増加している食物アレルギーの児童・生徒に専用の食器・トレイを導入し配膳ミスを防ぐ対策。

安倍政権の暴走と対決し
　消費増税路線にストップを

大田区議会第１回定例会報告
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党
区
議
団
は
、
第
１
回

定
例
会
（
３
月
20
日
〜
４

月
26
日
）
の
予
算
特
別
委

員
会
で
、
国
の
悪
政
か
ら

区
民
を
守
る
防
波
堤
の
役

割
を
果
た
す
た
め
２
０
１

４
年
度
予
算
を
編
成
替
え

す
る
動
議
を
提
出
し
ま
し

た
。
以
下
、
動
議
の
特
徴

で
す
。

　

第
１
に
、
不
要
不
急
の

京
急
関
連
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
事
業
な
ど
の
大
型
開

発
を
見
直
し
、
ま
た
区
民

に
利
便
性
の
な
い
新
空
港

線
へ
の
積
立
基
金
な
ど
を

削
減
し
ま
し
た
。

　

第
２
に
、
こ
の
間
、
区

民
を
支
え
て
き
た
施
策
が

廃
止
・
削
減
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
小
規
模
企
業
健

診
助
成
、
母
子
栄
養
食
品

支
給
、
出
産
子
ど
も
一
時

金
、
も
の
づ
く
り
経
営
革

新
緊
急
助
成
事
業
な
ど
復

活
・
拡
充
を
し
、
区
民

生
活
を
支
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

第
３
に
、
保
育
園
の
待

機
児
問
題
で
は
２
月
21

日
に
一
次
内
定
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
区
は
一

定
の
対
策
を
し
て
い
ま
す

が
昨
年
よ
り
増
え
て
、
不

承
諾
者
は
１
７
６
６
人

と
な
り
深
刻
さ
は
増
し
て

い
ま
す
。
保
育
園
の
待
機

児
、
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機

者
解
消
の
た
め
に
認
可
保

育
園
、
特
養
ホ
ー
ム
の
整

備
を
区
の
責
任
と
し
て
整

備
し
、
高
齢
者
の
外
来
医

療
費
の
助
成
を
行
い
、
子

ど
も
を
産
み
・
育
て
や
す

い
環
境
、
安
心
し
て
年
を

重
ね
ら
れ
、
住
み
続
け
ら

れ
る
大
田
区
に
す
る
た
め

の
施
策
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。

　

第
１
回
定
例
会
に
党
区

議
団
は
２
件
の
条
例
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

大
田
区
ぬ
く
も
り

あ
る
手
当
条
例　

　

生
活
保
護
は
、
憲
法
25

条
に
基
づ
い
て
保
障
さ
れ

た
国
民
の
権
利
で
す
が
、

国
の
法
改
悪
で
、
現
在
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

方
が
、
最
大
で
10
％
引
き

下
が
り
ま
す
。
ま
た
、
４

月
か
ら
消
費
税
８
％
で
二

重
の
痛
み
が
生
活
を
直

撃
し
ま
す
の
で
、
引
き
下

が
っ
た
額
を
大
田
区
が
助

成
す
る
条
例
で
す
。

認
証
保
育
所
保
育

料
の
助
成
の
条
例

　

認
証
保
育
所
保
育
料
が

月
額
最
低
で
５
万
円
、
最

高
で
11
万
円
と
高
額
で
、

大
田
区
は
現
在
第
一
子
１

万
円
、
第
二
子
２
万
円
を

助
成
し
て
い
ま
す
が
、
他

区
と
比
べ
て
低
い
額
で
、

党
区
議
団
は
認
可
保
育
園

と
の
差
額
を
少
な
く
す
る

た
め
限
度
額
４
万
円
の
提

案
を
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
条
例
は
残
念
な

が
ら
反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

　党区議団は４月 11日、大田区民ホールアプリコ小ホー
ルで区政報告会を開催しました。

事　業　名 増　額 減　額

特養ホーム建設費助成（10箇所分） 10億　　　

グループホーム建設費助成（６箇所分） 2億4000万

寿祝い金（３千円→５千円） 556万

高齢者医療費助成（外来窓口負担半額） 23億6248万

出産こども一時金（一人５万円） 2億8230万

認可保育園建設費（100人×15箇所） 24億　　　

生活保護世帯への入浴券を増やす 4532万

ものづくり経営革新緊急助成 2億7500万

中小企業の後継者支援（一人200万×500人） 10億　　　

住宅リフォーム助成増額（4000万→１億） 6000万

区営住宅借り上げ費（1000戸） 9億4025万

議員の海外親善訪問調査等の中止 ▲1434万

調査研究・企画機能の充実の廃止
（国際総合戦略特区）

▲739万

同和対策事業の廃止 ▲508万

蒲田駅周辺まちづくりの廃止 ▲5122万

大森駅周辺まちづくりの廃止 ▲3394万

新空港線積立基金廃止 ▲5億　70万

新空港線の整備促進事業の廃止 ▲1624万

京急関連駅周辺のまちづくり事業の廃止 ▲67億8492万

合　　計 86億1462万 ▲74億1384万

予算組み替えの主な事業 議
案
提
案
権
を
活
用
し

予
算
組
み
替
え
動
議
を
提
案

２
件
の
条
例
を
提
案

　

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

区
長
は
こ
れ
ま
で
、
消
費

税
は
社
会
保
障
の
た
め
と

答
弁
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
間
違
っ
た
立
場
を

改
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
お
お
た
未
来
プ

ラ
ン
後
期
に
基
づ
い
て
予

算
が
編
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
来
プ
ラ
ン
は
、
大

田
区
が
国
際
都
市
と
し
て

都
市
機
能
を
磨
く
こ
と
、

住
民
は
地
域
力
で
お
互
い

助
け
合
う
こ
と
を
提
案
し

て
お
り
、
国
際
都
市
と
し

て
、
第
１
に
羽
田
空
港
跡

地
を
中
心
に
国
家
戦
略
総

合
特
区
と
し
て
、
こ
こ
に

企
業
が
儲
け
る
た
め
の
、

日
本
の
労
働
法
制
な
ど
を

無
視
し
た
治
外
法
権
地
帯

を
国
・
都
と
協
議
し
て
つ

く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

第
２
に
蒲
蒲
線
を
新
空

港
線
と
名
前
を
変
え
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
た
め
に
も
取
り

か
か
る
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

第
３
に
京
急
沿
線
の
再

開
発
事
業
に
加
え
、
大
森

駅
周
辺
・
蒲
田
駅
周
辺
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
本
格

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
予
算
は
そ

の
た
め
の
本
格
的
な
準
備

を
す
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
く
ら
し
優
先
で
区
民

の
幸
せ
実
現
の
真
の
国
際

化
を
提
案
し
ま
し
た
。

く
ら
し
優
先
で
区
民
の
幸
せ
実
現
！

真
の
国
際
化
を

代
表
質
問　

黒
沼
良
光
議
員

区政報告会を開催
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予
算
特
別
委
員
会
で
は
清
水
議
員
が
総
括
質
疑
を
、

７
人
の
議
員
が
予
算
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
黒
沼
議
員

は
副
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

中
小
町
工
場
・
商
店
に

光
を
あ
て
直
接
支
援
を

藤
原
幸
雄
区
議

　

区
の
町
工
場
な
ど
に
直

接
支
援
制
度
が
少
な
く
、

最
高
時
か
ら
約
５
千
社
が

減
少
し
た
の
は
、
１
９
９

５
年
制
定
の
産
業
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
が
、
中
小
企

業
も
大
企
業
も
同
一
に

「
産
業
者
」
と
位
置
づ
け

に
な
っ
て
い
る
た
め
な
の

で
、
消
費
増
税
と
社
会
保

障
負
担
増
で
最
も
影
響
を

受
け
る
商
工
業
者
支
援
の

た
め
予
算
増
額
し
、
後
継

者
育
成
、工
場
家
賃
補
助
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
等
求
め
ま
し
た
。

未
来
プ
ラ
ン
は
区
民
の
願

い
実
現
に
つ
な
が
る
の
か

清
水
菊
美
区
議

　

認
可
保
育
園
に
入
れ
な

い
区
民
の
声
を
聞
き
、
認

可
保
育
園
の
増
設
計
画
に

す
べ
き
▼
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

く
ら
せ
る
よ
う
、
さ
わ
や

か
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

28
ヵ
所
に
増
設
を
▼
が
ん

検
診
の
有
料
化
は
や
め
る

こ
と
▼
新
空
港
線
計
画
は

見
直
し
、
15
億
円
の
積

立
金
は
区
民
の
た
め
に
と

た
だ
し
ま
し
た
。
し
め
く

く
り
質
疑
で
は
、
公
有
地

で
未
利
用
の
土
地
を
特
養

ホ
ー
ム
、
認
可
保
育
園
等

の
福
祉
施
設
に
活
用
を
提

案
し
ま
し
た
。
●
西
糀
谷

１
丁
目
の
気
象
庁
職
員
住

宅
（
現
在
の
住
民
は
来
年

度
中
に
退
去
と
な
る
予
定

で
、
そ
の
後
売
却
予
定
）。

●
本
羽
田
２
丁
目
都
営
住

宅
１
号
棟
（
解
体
予
定
、

そ
の
後
都
営
住
宅
の
建
設

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

公
共
施
設
整
備
計
画
は

学
校
・
区
民
施
設
優
先
を

大
竹
辰
治
区
議

　

発
表
さ
れ
た
公
共
施
設

整
備
計
画
の
後
期
案
（
今

年
度
か
ら
５
年
間
）
が
、

学
校
施
設
や
区
民
施
設
の

整
備
が
前
期
計
画
（
昨
年

度
ま
で
の
５
年
間
）
で
の

遅
れ
を
、
取
り
戻
す
計
画

に
な
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
ま
た
後
期
案
に
は
、

新
空
港
線
や
羽
田
空
港
跡

地
の
大
型
施
設
の
整
備
も

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

整
備
計
画
か
ら
外
し
、
学

校
施
設
や
区
民
施
設
の
整

備
を
優
先
す
べ
き
と
求
め

ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
学
び
を

守
る
た
め
の
支
援
を

す
が
や
郁
恵
区
議

　

奨
学
金
審
査
会
の
民
主

的
運
営
と
給
付
型
の
奨
学

金
制
度
実
現
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
教
育
で
は
、
い

じ
め
や
不
登
校
対
策
の
一

環
と
し
て
始
ま
る
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
拡
充
と
就
学
援
助
の
拡

充
を
求
め
ま
し
た
。
就
学

援
助
に
つ
い
て
区
は
、「
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
前

の
基
準
で
支
給
し
影
響
の

な
い
よ
う
に
す
る
」
と
答

え
ま
し
た
。
引
き
続
き
運

動
で
引
き
下
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

保
育
園
の
入
園
選
考

指
数
の
見
直
し
を

福
井
り
ょ
う
じ
区
議

　

現
在
、
自
営
業
者
の
場

合
、
勤
務
時
間
で
は
な
く

収
入
に
よ
っ
て
働
い
て
い

る
時
間
を
算
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
算
定
は
実
態
に

沿
っ
た
選
考
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
自
営
業
の
配
偶

者
（
妻
）
Ａ
さ
ん
の
場
合
、

20
日
以
上
８
時
間
で
申
告

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実

際
の
認
定
は
12
日
以
上
16

日
未
満
４
時
間
勤
務
と
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
実
を
示
し
区

に
入
園
選
考
基
準
の
見
直

し
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
福
祉
と

都
市
開
発
に
つ
い
て

金
子
悦
子
区
議

　

日
本
政
府
は
、
障
害
者

権
利
条
約
を
批
准
し
、
２

月
19
日
か
ら
発
効
し
て

い
ま
す
。
石
狩
市
、
鳥
取

県
が
手
話
基
本
言
語
条
例

を
制
定
し
て
、
大
き
く
聴

覚
者
福
祉
が
前
進
し
て
お

り
、
大
田
区
も
、
障
害
者

総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
、
手
話
通
訳
の
常
勤
配

置
等
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蒲
田
・
大
森
駅

周
辺
開
発
は
、
住
民
の
声

を
吸
い
上
げ
、
住
民
本
位

の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
す

べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

踏
切
の
安
全
対
策
と
大
森

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

佐
藤　
伸
区
議

　

Ｊ
Ｒ
大
森
駅
近
く
の
学

校
踏
切
は
、
最
近
の
10
年

間
で
５
人
の
方
が
事
故
で

命
を
落
と
し
て
い
る
危
険

な
踏
切
廃
止
に
よ
る
代
替

施
設
は
、
利
用
者
・
地
元

住
民
の
声
を
聞
い
て
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
る
よ

う
。
ま
た
、
隣
の
山
谷
道

踏
切
の
安
全
対
策
を
併
せ

て
求
め
ま
し
た
。さ
ら
に
、

大
森
駅
東
口
に
設
置
予
定

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
地
上

部
か
ら
改
札
階
の
直
通
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

通
電
火
災
防
止
の
た
め
に

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
を

和
田
正
子
区
議

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
地
震
で
停
電
し
た
電
気

製
品
が
、
電
気
が
復
旧
し

て
、
再
び
作
動
し
て
火
元

に
な
る
「
通
電
火
災
」
が

６
割
も
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
電
火
災
に
対

し
て
、
火
災
を
防
ぐ
「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を
、
特

に
木
造
住
宅
密
集
地
域
を

対
象
と
し
て
優
先
的
に
設

置
す
る
こ
と
、
家
具
転
倒

防
止
器
具
の
よ
う
に
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
の
世
帯

に
は
無
料
で
設
置
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会

予
算
特
別
委
員
会
予
算
質
疑

党議員団９人が
　くらし・営業を守る建設的提案
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第
１
の
問
題
点
は
、
予

算
編
成
方
針
で
、「
事
務

事
業
の
見
直
し
・
再
構
築

を
主
体
的
に
断
行
す
る
こ

と
」
と
し
、
３
年
間
の
原

則
マ
イ
ナ
ス
・
シ
ー
リ
ン

グ
（
減
額
計
上
）
で
１

０
０
以
上
の
事
業
に
続
い

て
、
新
年
度
も
区
民
に
親

し
ま
れ
た
事
業
を
廃
止
・

縮
小
し
た
こ
と
で
す
。

新
年
度
廃
止
の
事
業

●
借
上
型
区
営
住
宅
建
設

へ
の
補
助
を
区
営
住
宅
募

集
倍
率
が
高
い
の
に
予
定

が
な
い
と
廃
止
。

●
生
活
保
護
世
帯
へ
出
産

時
乳
児
の
粉
ミ
ル
ク
代
支

給
（
前
年
延
べ
27
件
）
14

万
１
千
円
を
廃
止
。

●
寿
祝
い
金
（
88
歳
）
１

万
円
が
５
千
円
に
、
さ
ら

に
３
千
円
に
削
減
し
、
わ

ず
か
５
５
６
万
２
千
円

（
２
７
８
１
人
）
の
ケ
チ

ケ
チ
の
削
減
。

　

第
２
の
問
題
点
は
、
区

民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
切

り
詰
め
な
が
ら
、
一
方
で

大
規
模
開
発
事
業
が
予
算

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
整
備
費
が
前
年
度

比
21
・
６
％
、
29
億
円
余

の
増
で
過
去
最
高
の
１
６

７
億
円
余
。

●
京
急
関
連
駅
（
京
急
蒲

田
西
口
、
糀
谷
駅
、
雑
色

駅
）
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　

前
年
度
比
22
億
円
増
の

67
億
８
千
万
円
。

　

総
事
業
費
２
３
６
億
円

の
う
ち
国
費
79
億
円
・
区

り
、
住
み
続
け
ら
れ
な
い

町
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま

す
（
左
図
）。

○
糀
谷
駅
前
再
開
発

　

新
年
度
か
ら
解
体
が
始

ま
り
総
事
業
費
１
９
９
億

円
の
う
ち
国
費
44
億
円
・

区
費
58
億
円
投
入
。

●
「
空
港
跡
地
」
の
整
備

　

２
０
２
０
年
頃
を
目

途
に
空
港
跡
地
へ
の
産
業

交
流
施
設
、
多
目
的
広
場

な
ど
の
整
備
を
す
す
め
る

と
、
総
額
３
０
０
か
ら
４

０
０
億
円
の
財
政
投
入
。

●
新
空
港
線
（
右
図
）

　

Ｊ
Ｒ
蒲
田
と
京
急
蒲
田

は
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
、

区
民
の
利
便
性
の
向
上
に

は
な
ら
ず
、
地
方
の
負
担

新
年
度
も
区
民
に
親
し
ま
れ

た
事
業
を
廃
止
・
縮
小

一
方
で
大
規
模
開
発
事
業
の

推
進
で
予
算
圧
迫

非
正
規
雇
用
で
不
況
に
拍
車

そ
の
結
果
多
額
の
積
立
金

○京急蒲田西口駅前再開発（駅は右下）

　

第
３
の
問
題
点
は
、
民

営
化
で
、
非
正
規
雇
用
を

つ
く
り
だ
し
デ
フ
レ
不
況

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

ま
す
。
大
田
区
で
は
、
民

間
で
で
き
る
も
の
は
民
間

へ
と
民
営
化
を
す
す
め
、

２
０
１
５
年
度
で
、
特
養

ホ
ー
ム
の
羽
田
、
池
上
、

大
森
西
の
３
施
設
で
は
じ

　

新
年
度
が
始
ま

り
子
ど
も
た
ち
は
新

し
い
環
境
に
慣
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
認
可
保
育
園
に
入

園
で
き
な
か
っ
た
数

は
、
第
１
次
１
７
６

６
人
、
第
２
次
１
７

８
１
人
で
、
昨
年
よ

り
４
７
６
人
も
増
え

ま
し
た
。

　

入
れ
な
か
っ
た
父

母
た
ち
は
「
４
月
に

職
場
復
帰
し
な
け
れ

ば
、
仕
事
を
や
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

等
の
理
由
で
保
育

料
の
高
い
認
証
保
育

所
や
小
規
模
保
育
所

な
ど
に
預
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
待

機
児
童
が
増
え
た
の

は
希
望
者
に
見
合
っ

た
認
可
保
育
園
を
つ

く
っ
て
こ
な
か
っ
た

区
の
責
任
で
す
。

　

党
区
議
団
は
、
こ

の
よ
う
な
中
、
保

護
者
や
関
係
者
の

み
な
さ
ん
と
運
動
を

し
、
予
算
特
別
委
員

会
で
も
予
算
編
成
替

え
で
認
可
保
育
園
の

大
幅
増
設
や
、
高
い

保
育
料
の
認
証
保
育

園
と
認
可
保
育
園
の

差
額
を
少
な
く
す
る

た
め
助
成
を
増
額
す

る
条
例
を
提
案
し
ま

し
た
。
区
は
今
年
４

月
に
４
園
（
１
８
５

人
分
）、
５
月
以
降

に
２
園
（
１
２
７
人

分
）
増
や
し
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
の
が
現
状

で
す
。
希
望
者
の
数

に
見
合
う
認
可
保
育

園
の
増
設
を
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

「保育園、もっと増やせ」
の声をさらに大きく！

分
３
６
０
億
円
が
、
都
と

区
の
負
担
割
合
も
決
ま
っ

て
い
な
い
の
に
、
新
年
度

積
立
基
金
に
５
億
円
余
の

積
立
で
合
計
15
億
円
余
。

ま
り
、
民
間
委
託
は
１
万

件
以
上
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
指
定
管
理
者
１
５
２

件
、
身
分
も
不
安
定
で
低

賃
金
の
非
正
規
労
働
者
に

置
き
替
え
ら
れ
、
保
育
園

で
は
離
職
率
が
高
く
保
育

の
質
の
低
下
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
２
０
１
３

年
度
見
込
み
で
基
金
現
在

高
は
合
計
９
８
３
億
円
と

依
然
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区

債
は
毎
年
減
ら
し
続
け
、

４
６
８
億
円
と
か
つ
て
の

半
分
以
下

と
な
っ
て

お
り
、
２

０
０
７
年

度
以
降
基

金
が
区
債

を
上
ま
わ

り
、
２
０

１
３
年
度

で
５
１
５

億
円
上
ま

わ
る
見
込

み
で
す
。

　

党
区
議

団
は
、
区
民
の
要
求
に
応

え
福
祉
向
上
、
地
域
経
済

振
興
を
め
ざ
す
新
年
度
予

算
案
に
な
る
よ
う
編
成
替

え
の
提
案
も
行
い
、
全
力

で
奮
闘
し
ま
し
た
。

費
75
億
円
投
入
し
た
が
、

住
民
約
６
割
が
転
出
に
な
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